
　

市
で
は「
昭
和
61
年
８
月
豪
雨
」

を
契
機
と
し
て
、関
係
団
体
と
水

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。近
年
の「
令
和
元
年
東

日
本
台
風
」な
ど
の
水
害
状
況
を

鑑
み
、新
た
に「
流
域
治
水
」の
理

念
を
踏
ま
え
、治
水
に
関
す
る
有

識
者
や
地
域
住
民
か
ら
の
意
見
・

提
言
を
取
り
入
れ
な
が
ら
共
同
研

究
を
行
い
、「
新
・
水
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
」と
し
て
地
域
に
根
ざ

し
た
取
り
組
み
を
具
体
化
し
ま
し

た
。

　

詳
し
く
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、国
や
県
と
連
携
し
、施
設
整
備
や
流
域
治
水
の
普
及
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

国
で
は
、水
害
へ
の
対
策
と
し
て
３
本
の
柱
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、国
土
交
通
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
カ
ワ
ナ
ビ
）

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
氾
濫
を
で
き
る
だ
け
防
ぐ
・
減
ら
す
た
め
の
対
策

　

▼
河か

道ど
う

拡
幅
や
堤
防
の
か
さ
上
げ
に
よ
る
流
下
能
力
の
維
持・向
上

　

▼
ダ
ム
建
設
や
遊
水
地（
※
１
）の
整
備
に
よ
る
洪
水
調
整
な
ど

❷
被
害
対
象
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
対
策

　

▼
水
害
リ
ス
ク
の
低
い
エ
リ
ア
へ
の
居
住
誘
導

　

▼
二
線
堤（
※
２
）の
整
備
に
よ
る
浸
水
範
囲
の
縮
小
な
ど

❸
被
害
の
軽
減
、早
期
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
対
策

　

▼
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
発
信
に
よ
る
避
難
体
制
の
強
化

　

▼
官
民
連
携
に
よ
る
被
災
自
治
体
の
支
援
体
制
の
充
実
な
ど

流
域
治
水
３
本
の
柱

流
域
治
水
の
取
り
組
み

大
崎
市「
新
・
水
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
」

▼
堤
防
の
決
壊
リ
ス
ク
を
低
減

▼
堤
防
決
壊
に
よ
る
氾
濫
や
内

水
被
害
が
発
生
し
て
も
早
期

に
普
段
の
生
活
を
取
り
戻
す

▼
水
害
に
強
い
持
続
可
能
な
地

域
形
成
を
実
現

安
心
・
安
全
な

安
心
・
安
全
な

地
域
の
暮
ら
し

地
域
の
暮
ら
し

※1  洪水の時に一時的に水をためて、下流に流れる水の量を減らす施設
です。

※2 主要な堤防（本堤防）が決壊したときのための第2の堤防です。

遊水地の整備
二線堤の整備

貯留施設
の整備

堤防のかさ上げ

居住誘導

ため池などの治水利用

利水ダムの活用
治水ダムの建設・再生

吉田川流域で生活する住民の安心・安全な暮ら
しを実現することを目的とした「吉田川大規模
災害関連事業」が完成し、令和8年6月に完成式
典が挙行されました。

【主な事業内容】
▶  河道の掘削 約158万立方メートル（小学校の25
メートルプール約3,000杯分）

▶堤防整備延長 約4,200メートル など

　流域治水には、国や地方公共団体による対策（公助）も必要ですが、水害による被害を軽減するためには、市民一人
一人による日頃からの備え（自助）と、地域全体での助け合い（共助）が欠かせません。自分ができることを確認し、緊
急時に備えましょう。

自助・共助・公助の連携で浸水被害の軽減を図りましょう

雨水貯留浸透雨水貯留浸透
施設の設置施設の設置

田んぼダムの田んぼダムの
実施実施

マイ・タイムマイ・タイム
ラインの作成ラインの作成

地域計画の地域計画の
作成作成

雨水がコンクリートで地面に浸み込まず、河川などに
多量の水が流れることを防ぎます。

調整板を水田の排水口に設置し、大雨の際、一時的に貯
水することで、河川などに流れる水の量を減らします。

自然災害に備え、一人一人が、いつ、どのような避難行
動を取るかを時系列で整理し、避難行動に役立てます。

ハザードマップの確認や水防活動などを地域単位で行
い、災害時の行動を円滑化させます。

出典出典::国土交通省ウェブサイト「流域治水の推進」を基に作成国土交通省ウェブサイト「流域治水の推進」を基に作成

地域を"みず"から守る
問 問 流域治水課事業推進担当　☎23-2242流域治水課事業推進担当　☎23-2242

　

旧
鹿
島
台
町
を
中
心
に
市
を
襲
っ
た

「
昭
和
61
年
８
月
豪
雨
」か
ら
40
年
が
経

過
し
ま
す
。近
年
で
は
、気
候
変
動
の
影

響
で
気
温
は
上
昇
傾
向
に
あ
り「
平
成

27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
」や「
令
和

元
年
東
日
本
台
風
」、「
令
和
４
年
７
月

大
雨
」な
ど
、強
い
雨
が
降
る
回
数
が
増

え
、水
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。　

　

市
で
は
、降
っ
た
雨
が
地
表
を
伝
い
、

特
定
の
川
や
湖
に
流
れ
込
む
範
囲（
流

域
）に
対
し
て
、洪
水
な
ど
を
防
ぐ
た

め
、流
域
全
体
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が

協
働
し
て
水
害
対
策
に
取
り
組
む
、「
流

域
治
水
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
を〝
み
ず
〞か
ら
守
る
た
め
、台

風
の
発
生
件
数
が
増
え
る
こ
の
季
節
に

日
頃
の
備
え
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

令和元年東日本台風（鹿島台地域）令和元年東日本台風（鹿島台地域）

令和9年3月の完成を目指し、県による名蓋川の
河道拡幅、堤防のかさ上げが行われています。

古川地域では、大江川上流の排水路整備工事を
行っています。
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